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様式2 

5G/Beyond 5G時代の電磁波の革新的高度応用技術調査専門委員会 

解散報告書 

電子デバイス技術委員会 

 

１．解散の趣旨および活動報告 

本委員会（委員長：平野拓一）は，国内において 2020年 3月にサービスがスタートした第 5世代移動

通信システム（5G）の電磁波の革新的高度応用技術の動向調査と，様々な環境に適合した電波利用の在り

方を探求することを目的として発足した。新型コロナウィルス(COVID-19)のパンデミックにより，オン

ライン活動がメインとなったが，ICT*1 の活用により調査専門委員会，研究会，国際シンポジウムを継続

することができた。5G/Beyond 5Gのシステムに適する電磁波技術の研究開発指針の調査および萌芽的シ

ーズ研究動向を調査すると共に，電磁波システムの実用化に向けての要素技術，システム設計をはじめと

する技術全般についても調査をおこなってきた。2020年6月の発足以来，2023年5月までの3年間の主

な活動は以下の通りである。 

 

１） 6回の調査専門委員会（うち，5回は技術会合を併催）（2023年5月の予定を含む） 

２） 2回の研究会（発表件数11件） 

３） 1回の全国大会シンポジウム講演企画（発表件数9件） 

４） 2回の国際シンポジウム（Smart City Symposium 2021, Smart City Workshop 2022）を共催 

５） 2020年，2021年の各冬期に電子情報通信学会APMC国内委員会が主催したMWE（マイクロ波ワ

ークショップ及び展示会）および，APMC 2022マイクロウェーブ展に協賛 

 

なお，上記活動の調査専門委員会・研究会の詳細については参考資料として報告書の末に記述している。 

 

以上の活動の結果，次の成果が得られた。 

１） 大容量・低遅延・多数接続を目指し，IoT*2を核とした5Gサービスを支える無線技術に関する調査

報告が行われた。回路（増幅器，分配/合成回路，アンテナなど）の小形化・高効率化技術，EMC*3

技術，材料特性評価・計測技術，シミュレーション技術などに関する発表から，それぞれの今後の

技術動向や展望についての知見が得られた。 

２） 上記の IoT*2技術を基にしたスマート社会の実現のために，日本国内のみならずインド，マレーシア，

カザフスタンなどのアジアの国々とシンポジウムを開催することで，各地域の社会・インフラ環境

や状況，また文化に応じた種々の応用のあり方の情報を得て人的交流を行った。 

３） 社会福祉，農業応用，医療応用，無線電力伝送，大気モニタリングなど，非通信分野への電磁波技

術の応用事例についても多様な研究発表を得て，電磁波利用の最新動向を確認した。 

４） 通信技術委員会の「ICT*1活用スマート技術とその社会実装に関する技術」，「ユビキタスワークを推

進する通信技術」，「通信技術とMBSE*4/MBD*5/デジタルツインに関わる最新動向調査専門委員会」

調査専門委員会との連携により，無線通信のセキュリティ，AI*6，CPS*7，マネージドサービス技術

の活用に関する研究事例報告から，これらに無線技術を適用するための要求事項などを得ることが

できた。 
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*1 ICT: Information and Communication Technology, 情報通信技術 

*2 IoT : Internet of Things, モノのインターネット 

*3 EMC: Electromagnetic Compatibility, 電磁両立性 

*4 MBSE: Model Based Systems Engineering 

*5 MBD: Model Based Definition 

*6 AI: Artificial Intelligence, 人工知能 

*7 CPS: Cyber-Physical System, サイバーフィジカルシステム 

 

２．成果報告の形態 

  ④研究会での発表，⑤全国大会・部門大会シンポジウムでの発表 

 

３．成果報告について 

●研究会での発表 

  参考資料に示すように２回の研究会を行った。 

 

●全国大会・部門大会シンポジウムでの発表 

 

(１)大会の名称： 

  2023年(令和5年)電気学会全国大会 

(２)大会シンポジウムのテーマ： 

   S10「Beyond 5G/6Gのための電磁波応用技術の最前線」 

(３)発表題目 

 ⅰ解散委員会委員長名による総論 

S10-1 5G/Beyond 5G時代の電磁波の革新的高度応用技術調査専門委員会活動報告 

○平野拓一（東京都市大学） 

 ⅱ各発表題目 

S10-2 ミリ波・テラヘルツ波アンテナの開発と課題 

○平野拓一（東京都市大学） 

S10-3 平面基板を用いた階段状アレーアンテナに適したアンテナ素子の一検討 

○加保貴奈・宗 秀哉・矢野綾乃（湘南工科大学）・山本泰義・髙橋雄太・白戸裕史・

北 直樹（日本電信電話） 

S10-4 Massive Connect IoT：時空間同期を用いた同期SS-CDMAの実装と評価 

○亀田 卓（広島大学） 

S10-5 方形導波管TE10-TE30モード変換器を用いたマイクロ波フライヤー 

○河合 正・松本泰樹・林 龍音（兵庫県立大学） 

S10-6 無線電力伝送システムの受信信号を用いた相対ビーム位置の検出手法 

○松室尭之・芹澤和伸・清水 聡（国際電気通信基礎技術研究所） 

S10-7 印刷による2帯域阻止形周波数選択面（FSS）の設計・評価 

○九鬼孝夫（国士舘大学） 
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S10-8 サブミリ波帯誘電体チューブ挿入金属ロッド伝送回路 

○黒木太司・新浜優貴・木下拓真・大谷元続・山形晃平（呉工業高等専門学校）・宮本

和哉（宮本機器開発） 

S10-9 テラヘルツ帯材料評価技術を用いた皮膚の光学特性の分析 

○水野麻弥・山崎祥他・佐々木謙介・櫛山祐次郎・長岡智明（情報通信研究機構） 

(４)開催時期 

  2023年(令和5年)3月15日（水）13:00-15:00 

 

４．今後の課題 

国内において2020年3月に5Gサービスがスタートした。5G大容量・低遅延・多数接続を目指して IoT

を核としたサービスであり，多種多様な無線応用サービスの展開が進められている。今後のBeyond 5G/6G

に向けてますます必要になる様々な環境での電波通信特性の改善，デバイスの小形化と低消費電力化，ミ

リ波・テラヘルツ帯の開拓，非地上系ネットワーク(NTN: Non-Terrestrial Network)の実現に向けた課題

などが抽出された。無線通信以外の計測・医療・センシング・化学・エネルギー・流通・セキュリティな

どでも電波応用は今後も更に拡大することが予想される。このため，引き続き国内外の技術動向の調査を

継続する必要がある。 

 

 

参考資料 

2020年7月13日（調査専門委員会） 

開催場所：オンライン 

議題：委員自己紹介，各委員の専門分野、研究内容の紹介，委員会主旨説明と今後の活動内容について 

 

2020年12月18日（調査専門委員会, 技術会合） 

開催場所：オンライン 

議題：今後の活動計画 

技術会合（講演数2件）： 

内容：高精度時刻・位置情報を活用した Massive Connect IoT，再生可能エネルギーの拡大に向け

た低漏洩ビーム形成技術 

 

2021年7月13日（調査専門委員会, 技術会合） 

開催場所：オンライン 

議題：今後の活動計画 

技術会合（講演数3件）： 

内容：テラヘルツ帯材料評価技術の活用動向，6G の現状について，電磁波の軌道角運動量(OAM)

とMIMOの関係 ～等間隔円形アレーアンテナによる考察～ 
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2021年10月28日（調査専門委員会, 技術会合） 

開催場所：オンライン 

議題：今後の活動計画 

技術会合（講演数2件）： 

内容：ポスト5Gに向けた無線フロントエンド部の研究，機械学習に関連する遠隔監視 

 

2021年12月23日（研究会） 

開催場所：オンライン 

テーマ：5G/6G,IoTを支えるマイクロ波・ミリ波・テラヘルツ波技術 

講演件数：6件（学生：4件） 

https://workshop.iee.or.jp/sbtk/cgi-bin/sbtk-showprogram.cgi?workshopid=SBW00007A93 

 

2022年7月22日（調査専門委員会, 技術会合） 

開催場所：国際電気通信基礎技術研究所(ATR)+オンライン（ハイブリッド） 

議題：今後の活動計画 

技術会合（講演数3件）： 

内容：電波を使った近距離センシング，マイクロ波フライヤー，テラヘルツ帯の材料測定 

 

2022年12月20日（研究会） 

開催場所：東京都市大学渋谷サテライトクラス+オンライン（ハイブリッド） 

テーマ：5G/6G,IoTを支えるマイクロ波・ミリ波・テラヘルツ波技術 

講演件数：5件（学生：3件） 

https://workshop.iee.or.jp/sbtk/cgi-bin/sbtk-showprogram.cgi?workshopid=SBW00008524 

 

2023年5月18日（調査専門委員会, 技術会合） 

開催場所：湘南工科大学+オンライン（ハイブリッド） 

議題：解散報告 

技術会合： 

内容： 各委員の３年間活動内容報告。今後の技術動向に関する自由討論。 

 

以上 

https://workshop.iee.or.jp/sbtk/cgi-bin/sbtk-showprogram.cgi?workshopid=SBW00007A93
https://workshop.iee.or.jp/sbtk/cgi-bin/sbtk-showprogram.cgi?workshopid=SBW00008524

